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第
34
回
滝
沢
市
社
会
福
祉
大
会

被
表
彰
者

（
敬
称
略
）

◆
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

〜
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事

業
従
事
者
と
し
て
社
会
福
祉

事
業
の
推
進
に
貢
献
し
功
績

が
顕
著
な
方
・
団
体
〜

《
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
》

青
木　

輝
夫

（
柳　

沢
）

鈴
木　
　

仁

（
一
本
木
）

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》

吉
田　

清
寿

（
鵜　

飼
）

関　

千
栄
子

（
鵜　

飼
）

百
目
木　

静
江
（
元　

村
）

鈴
木　

萬
里
子
（
巣　

子
）

山
下　

金
吾

（
巣　

子
）

北
條　

勝
英

（
一
本
木
）

《
民
間
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
》

伊
藤　

隆
雄

（
川　

前
）

澤
田　

博
美

（
巣　

子
）

八
幡　

京
子

（
巣　

子
）

柳
橋　

好
子

（
小
岩
井
）

斎
藤　

ヨ
シ
ヱ
（
川　

前
）

第
34
回
滝
沢
市
社
会
福
祉
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、中
止
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
開
催
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
26
名
・
７

団
体
の
皆
様
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た

市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
も
表
彰
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

佐
々
木　

里
子
（
大　

沢
）

平　
　

絵
里

（
川　

前
）

小
島　

生
子

（
巣　

子
）

高
橋　

五
月

（
巣　

子
）

伊
藤　

美
幸

（
巣　

子
）

藤
原　

美
雪

（
巣　

子
）

柳
村　

け
い
子
（
巣　

子
）

土
田　

智
栄

（
元　

村
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
多
年
寄
附
団
体
》

滝
沢
市
商
工
会
女
性
部（
鵜
飼
）

滝
沢
市
民
生
児
童
委
員
連
絡
協

議
会
（
鵜
飼
）

岩
手
も
り
お
か
会
（
盛
岡
市
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
特
別
会
員
》

㈲
カ
ワ
ハ
ラ
事
務
機
（
鵜
飼
）

㈱
ト
ラ
イ
ス
（
盛
岡
市
）

協
栄
テ
ッ
ク
ス
㈱
（
盛
岡
市
）

㈱
事
務
機
商
事
（
盛
岡
市
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

〜
多
年
に
わ
た
り
地
域
で
の
活

動
が
熱
心
な
方
〜

大
迫　
　

誠

（
元　

村
）

◆
共
同
募
金
運
動
功
労
者

〜
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
し
た
方
〜

武
田　

貴
恵
子
（
篠　

木
）

大
森　

秀
男

（
鵜　

飼
）

高
橋　
　

武

（
鵜　

飼
）

川
村　

尚
雄

（
川　

前
）

令
和
２
年
度
滝
沢
市
社
会
福
祉
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
（
敬
称
略
）

応
募
総
数
一
、八
百
十
編

◆
小
学
１
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

篠　

木　
　

池
田　

汐
夏

《
優
秀
賞
》

篠　

木　
　

主
濱　

心
和

《
佳
作
》

一
本
木　
　

久
保
田　

乃
々
果

柳　

沢　
　

大
峠　

朝
陽

◆
小
学
２
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝
沢
二　
　

藤
田　

あ
か
り

《
優
秀
賞
》

一
本
木　
　

井
上　

夏
実

滝
沢
二　
　

米
田　

唯
那

《
佳
作
》

柳　

沢　
　

佐
藤　

幸
太
郎

篠　

木　
　

村
山　

颯
環

篠　

木　
　

杉
下　

幸
祈

◆
小
学
３
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

鵜　

飼　
　

工
藤　

璃
子

《
優
秀
賞
》

滝
沢
東　
　

久
保　

翔
平

篠　

木　
　

佐
藤　

緋
夏

《
佳
作
》

一
本
木　
　

角
掛　

明
唯

鵜　

飼　
　

堰
合　

琉
七

篠　

木　
　

工
藤　

彩
音

◆
小
学
４
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝
沢
東　
　

遠
藤　

羽
琉

《
優
秀
賞
》

第3４回滝沢市社会福祉大会
住み慣れたところで安心して暮らすために、

支えあい助け合う地域づくりをすすめよう

鵜　

飼　
　

竹
髙　

美
萌　

滝
沢
中
央　

堀
口　

凌
也

《
佳
作
》

鵜　

飼　
　

髙
橋　

太
陽

滝
沢
中
央　

古
舘　
　

彪

篠　

木　
　

堰
合　

市
佳

◆
小
学
５
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝
沢
中
央　

藤
本　

凛
央

《
優
秀
賞
》　

滝　

沢　
　

高
畑　

夢
叶

滝
沢
東　
　

佐
野　
　

来

《
佳
作
》

一
本
木　
　

金
澤　

胡
璃

鵜　

飼　
　

齋
藤　

理
恵
瑠

滝　

沢　
　

道
地　

実
来

◆
小
学
６
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

鵜　

飼　
　

柳
谷　

咲
希

《
優
秀
賞
》

滝
沢
東　
　

熊
原　

希
実

滝
沢
中
央　

阿
部　

友
南

《
佳
作
》

滝
沢
二　
　

菊
地　

陽
莉

滝　

沢　
　

岩
角　

圭
夏

滝
沢
東　
　

浅
沼　

来
望

◆
中
学
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝　

沢　

２
年
深
澤　

亜
依
紗

《
優
秀
賞
》

滝
沢
二　

３
年
若
子
内　

麻
結

一
本
木　

３
年
小
山
田
望
々
花

第3４回滝沢市社会福祉大会

2令和３年２月１日　福祉おもいやり



《
佳
作
》

滝
沢
二　

３
年
三
浦　

奈
々

滝
沢
二　

３
年
猿
舘　

芽
唯

一
本
木　

１
年
田
中　

成
沙

◆
高
校
生
の
部

《
優
秀
賞
》

盛
岡
北
高　

２
年
澤
口　

夏
哉

第
73
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会

10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
73

回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
滝
沢
市
か
ら
は
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

●
岩
手
県
知
事
表
彰

工
藤　

玲
子

風
土
熱
人
Ｒ（
岩
手
県
立
大
学
）

●
岩
手
県
知
事
感
謝
状

馬
場　

悦
子

立
花　

ミ
キ
子

●
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰

《
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》

工
藤　

克
之

塚
本　

潤
一

齊
藤　

靜
子

本
間　

栄
作

神
保　

明
美

山
田　

啓
子

柳
村　

正
美

松
本　

順
子

佐
々
木　

紀
好

小
川　

愛
子

工
藤　

や
す

米
澤　

正
子

酒
井　

和
雄

和
山　

絹
子

上
田　

綾
子

関
口　

真
弓

《
共
同
募
金
運
動
功
労
者
》

関　

千
栄
子

太
野　

昭
紀

上
野　
　

豊

齊
藤　

民
男

土
井
尻　

義
男

栃
澤　
　

務

岩
井　

シ
ゲ
子

不
来
方　

光
弘

大
宮　

義
徳

南
舘　

紀
子

齊
藤　

真
紀
子

井
上　

ゆ
り
子

《
永
年
勤
続
功
労
者
》

野
田　

知
秀

横
坂　

美
幸

佐
々
木　

佐
千
子

盛
内　

由
紀
子　

●
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
褒
賞

山
本　

な
お
子

遠
藤　

久
子

●
岩
手
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
長
表
彰

《
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》

小
田
嶋　

正

《
永
年
勤
続
退
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》

角
掛　

勘
次
三

古
舘　

曉
子

山
屋　

國
夫

い
き
い
き
サ
ロ
ン
長
根
で
は
、
感
染
症
予
防

に
よ
る
休
止
期
間
を
経
て
、
踊
り
、
百
歳
体
操
、

輪
投
げ
を
再
開
し
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
に
講

じ
て
の
体
温
測
定
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

手
指
の
消
毒
や
物
品
の
消
毒
も
念
入
り
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
み
物
も
各
自
で
持
参
す

る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

飛
沫
を
防
ぐ
た
め
の
ア
ク
リ
ル
板
の
作
成
や
、

使
用
後
の
資
機
材
の
除
菌
等
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
参
加
者
が
安
心
し
て
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
つ
な
が
り
、
地
域
で
の
支
え
合

い
を
強
め
て
い
く
た
め
に
、
当
会
で
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地

域
支
え
合
い
推
進
員
）
を
1
名
配
置
し
て
、
身
近
な
地
域
で
の
通
い
の
場
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

山本コーディネーター

ご
存
知
で
す
か
？

あ
な
た
の
地
域
の〝
通
い
の
場
〞

◎
い
き
い
き
サ
ロ
ン
長
根

●
開
催
場
所　

長
根
公
民
館

●
開
催
日　

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
00
分
〜
15
時
30
分

※
現
在
は
、
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、

カ
ラ
オ
ケ
を
お
休
み
し
て
い
ま
す
。

3 令和３年２月１日　福祉おもいやり



  
【参加された皆さん】

滝沢市地域婦人協議会
 髙橋 弘美 さん　大越 幸子 さん

滝沢市商工会女性部
 國枝 弥恵子 さん　山本 美喜子 さん

滝沢市民生児童委員連絡協議会
 山下 金吾 さん　太野　忍 さん

東林寺　竹鼻 國信 さん

清雲院　高田 正太 さん

いわて生活協同組合　池田　亮 さん

株式会社マイヤ　辻野 晃寛 さん（後日寄稿）

〇
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
参
加

し
た
感
想
・
思
い
は
？

山
下
：
厳
し
い
時
代
だ
が
、

困
っ
て
い
る
方
に
温
か
い
手
を

差
し
の
べ
る
こ
と
で
世
の
中
が

良
く
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。

髙
橋
：
歳
末
助
け
合
い
・
支
え

愛
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
コ
ロ
ナ
の

た
め
中
止
し
た
が
、
物
資
を
集

め
て
支
援
が
で
き
た
。

池
田
：
生
協
店
舗
で
購
入
し
た

商
品
を
そ
の
場
で
寄
付
し
て
も

ら
う
方
法
に
初
め
て
取
り
組
ん

だ
。
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

竹
鼻
：
地
域
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

社
協
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ

の
協
力
に
つ
な
が
っ
た
。

高
田
：
お
寺
と
し
て
地
域
の
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
考
え
て
い

る
。
今
後
も
協
力
し
た
い
。

國
枝
：
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の

対
象
者
へ
年
越
そ
ば
の
引
換
券

を
配
布
し
た
。
喜
ん
で
も
ら
い

良
か
っ
た
と
思
う
。

山
本
：
コ
ロ
ナ
が
き
っ
か
け
だ

が
、
社
協
を
介
し
て
関
係
者
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
が
良
い
活
動

と
な
っ
た
と
思
う
。

〇
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

ど
う
考
え
ま
す
か
？

高
橋
：
他
の
団
体
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
つ
な
が

り
な
が
ら
市
婦
協
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
考
え
た
い
。

池
田
：
生
協
で
は
、
パ
ン
ト

リ
ー
や
子
ど
も
食
堂
の
支
援
を

続
け
て
い
く
。
店
舗
で
の
寄
付

の
呼
び
か
け
に
、
住
民
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
も

ら
う
と
み
ん
な
で
一
緒
に
で
き

る
の
で
は
。

國
枝
：
多
く
の
人
た
ち
が
気
に

か
け
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
と

良
い
。

山
本
：
み
ん
な
と
つ
な
が
っ
て

行
う
こ
と
が
「
つ
な
が
り
・
つ

な
が
る
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ

と
思
う
。

國
枝
：
食
品
の
仕
分
け
や
運
搬

な
ど
は
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
が
絶
大
だ
っ
た
。

太
野
：
地
域
の
方
々
と
つ
な
が
っ

て
い
た
い
と
思
い
活
動
し
て
い

る
。
親
子
が
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

大
越
：
他
の
団
体
と
つ
な
が
る

こ
と
を
継
続
し
た
い
と
会
で
も

話
が
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
も
協
力
し
た
い
。

池
田
：
皆
さ
ん
と
一
緒
に
手
を

取
り
合
っ
て
、
地
域
の
た
め
に

活
動
で
き
れ
ば
と
思
う
。

竹
鼻
：
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が

ら
、
来
た
人
た
ち
が
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
、
知
恵
を
出
し

て
い
こ
う
と
思
う
。

高
田
：
子
ど
も
た
ち
に
辛
い
思

い
を
さ
せ
た
く
な
い
。
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
考
え

た
い
。

山
下
：
滝
沢
市
と
し
て
み
ん
な

が
つ
な
が
る
雰
囲
気
が
盛
り
上

が
れ
ば
、
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
も

変
わ
る
と
思
う
。
今
後
、
こ
の

事
業
が
大
き
な
輪
に
な
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

【
座
談
会
に
寄
せ
て
】

辻
野
：
地
域
の
方
々
に
少
し
で

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
い

う
思
い
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
の
一
部
店
舗
で
フ
ー
ド
ポ

ス
ト
の
設
置
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

滝
沢
市
社
協
で
は
、
昨
年
、
支
援
を
必
要
と
す
る
ひ
と
り

親
世
帯
へ
食
料
品
を
配
布
す
る
「
滝
沢
市
・
つ
な
が
り
・
つ

な
が
る
・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
３
回
実

施
し
、
延
べ
１
０
９
世
帯
へ
３
５
８
名
分
の
食
料
品
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
に
あ
た
り
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、開
催
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

市
地
域
婦
人
協
議
会
と
商
工
会
女
性
部
と
社
協
と
で
、「
歳
末
助
け
合
い
・
支
え
愛

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
際
し
て
は
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
の
助
成
金
の
ほ
か
、
市
内
外
の
団
体
お
よ
び
滝
沢
市
民
の
方
々
か
ら
お
預

か
り
し
た
資
金・食
料
品
等
の
ご
寄
付
に
支
え
ら
れ
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
支
援
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
の
方
々
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
か
ら
始
ま
る
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
〜

つ
な
が
り
・つ
な
が
る
・
座
談
会

３
月
に
第
４
回
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
申
し
込
み
や
ご
寄
付
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

4令和３年２月１日　福祉おもいやり



男性 女性

人　数 267人 517人

平均年齢 75.4歳 75.4歳

90歳以上 5人 12人

最高齢 92歳 95歳

睦大学とは？
　様々な分野の講義を行う「教養講座」
と、29種類の「趣味の教室」があります。
概ね60歳以上の市民であればどなたで
も参加できます。
　なお、教室ごとに必要な教材
費は自己負担となります。

令和２年度登録者の状況
 （令和３年１月１日現在）

●通い始めたきっかけは？
　東日本大震災での被災を機に、
滝沢市へ越してきました。まずは
地域へ溶け込みたいと思い、卓球
教室へ通い、そこで知り合った方
から手品教室の活動の様子を聞
き、通い始めるようになりました。
●一言メッセージをどうぞ
　家族と楽しめる簡単な手品も数
多くあります。手品教室の皆さんと
一緒に楽しく学んでみませんか？

●教室の様子は？
　普段動かすことのない肩や足
腰を動かし、疲れたら休憩して、
また踊っています。教室に来て
座って観ているだけでも元気が
出る方もいます。
●気を付けていることは？
　具合が悪い参加者がいないか
等を気にかけながら、明るく楽
しく取り組んでいます。

●工夫していることは？
　皆さんからご意見を頂いたり、
教室での歌う様子から選曲に工
夫しています。童謡唱歌、演歌、
イタリア歌曲等のジャンルにこ
だわらず歌っています。
●今後の方針は？
　ホールいっぱいに響く温かい
音色と、皆さんのお顔を思い浮
かべながら、更に楽しい教室にし
ようと思っています。

睦大学 紹介

各教室へインタビュー ～睦大学の様子についてお聞きします～

唱歌教室
講 師
千田 小百合さん

民舞教室
代 表
畑中 恵子さん

手品教室
代 表
堀合 豊さん

0 50 100 150

050100

内容を詳しく知りたい方は、市民福祉
センターへお気軽にご連絡ください。

（電話６８４-２２３３）

インタビュー
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無料相談所のお知らせ ご予約 ☎684-1110

相　談　名 月　　日 時　　間 会　　場 予約締切日

く ら し の 相 談
くらしの相談員が、困りごとの相談に
応じます。

２月　９日（火）

10：00－12：00
滝沢市市民福祉センター
（中鵜飼47-1 ）

予約不要
３月　９日（火）

相続 ･ 登記相談
司法書士が、相続や登記に関する問題
などに応じます。

≪ご予約が必要です≫

２月１０日（水）

10：00－15：00
スマイル ･すまいる
（鵜飼笹森5-25 ）

２／８

３月１１日（木） ３／９

法 律 相 談
弁護士が、財産や債務問題、その他生
活のトラブルなどの問題に応じます。

≪ご予約が必要です≫

２月１６日（火） 10：00－12：00

スマイル ･すまいる
（鵜飼笹森5-25 ）

２／12

３月　２日（火） 14：00－16：00 ２／26

３月１６日（火） 10：00－12：00 ３／12

市民の皆さまを対象とした各種相談所を開設しています。
ひとりで悩みを抱え込まず、一緒に考えましょう。
プライバシーは厳守します。

課
題
　「
始
動
」一

本
木
仙
人　

選

夢
を
追
い　

始
動
し
た
と
て

三
日
坊
主

工
藤　

玲
子
（
元
村
）

は
や
ぶ
さ
に　

続
け
人
類始

動
せ
よ

富
司　

久
恵
（
元
村
）

初
春
も　

コ
ロ
ナ
主
役
で始

動
す
る

仙
波　

幸
男
（
川
前
）

コ
ロ
ナ
禍
の　

ワ
ク
チ
ン
始
動
の

年
と
な
れ

工
藤　

玲
子
（
長
根
）

コ
ロ
ナ
禍
で　

ゴ
ー
ツ
ー
イ
ー
ト

始
動
し
て

久
保　

武
夫
（
川
前
）

次
回
課
題　
「
未
来
」

応
募
先　

〒
０
２
０

－

０
６
５
４

　

滝
沢
市
中
鵜
飼
47

－

１

　

滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

「
福
祉
川
柳
」
係
り
ま
で

締
め
切
り　
　

二
月
十
五
日

投
句
数　
　
　

ひ
と
り
三
句
ま
で

（
掲
載
は
五
句
と
な
り
ま
す
）

※
作
品
を
添
削
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
氏
名
に
は
振
り
仮
名
を
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

車
い
す
を

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す

11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
、
次
の
方
か
ら
ご
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
福
祉
基
金
》

・
そ
ば
真　

様
（
募
金
箱
よ
り
）

４
，４
４
４
円

《
使
途
指
定
寄
附
》

・
東
林
寺　

様

１
０
０
，０
０
０
円

・
滝
沢
市
地
域
婦
人
協
議
会　

様

８
，０
０
０
円

・
退
職
女
性
教
職
員
の
会
滝
沢
会
様

２
６
，８
０
１
円

・
匿
名

２
０
，０
０
０
円

　

市
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
高
齢
や
障
が
い
、
ケ
ガ

な
ど
を
理
由
に
一
時
的
に
車
い
す
が
必
要
な
方
へ
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

貸
出
期
間
は
原
則
２
カ
月
以
内
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

貸
出
可
能
な
在
庫
台
数
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
お
気
軽

に
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、貸
し
出
し
は
、

自
走
式
タ
イ
プ
の
車
い

す
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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